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農
林
水
産
政
策
研
究
所
で
は
、
地
域
農
業

の
維
持
・
発
展
に
大
き
な
役
割
を
持
つ
集
落

営
農
組
織
の
経
営
が
一
層
発
展
で
き
る
よ

う
、
よ
り
効
果
的
な
支
援
方
策
を
検
討
す
る

上
で
の
基
礎
資
料
と
す
る
目
的
の
下
、
集
落

営
農
組
織
の
状
況
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
、
農
林
水
産
省
経
営
局
の
協
力
を
得

て
平
成
20
年
度
（
第
１
回
調
査
）
に
引
き
続

き
実
施
し
た
。

　

調
査
で
は
、
集
落
営
農
組
織
５
３
４
組
織

に
対
し
、
調
査
票
の
送
付
・
回
収
・
集
計
を

行
い
、
平
成
21
年
８
月
ま
で
に
回
収
を
終
了

し
た
。
回
答
数
は
３
８
５
件
で
あ
り
、
無
効

回
答
は
な
か
っ
た
た
め
、
有
効
回
答
数
は
同

左
、
有
効
回
答
率
は
72
％
で
あ
っ
た
。
こ
こ

で
は
、
今
回
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
の
中
で
、
特
徴
的
な
点
を
示
す
こ
と
と
す

る
。

　

平
成
20
年
度
の
集
落
営
農
組
織
の
収
支
決

算
状
況
を
示
し
た
も
の
が
第
１
図
で
あ
る
。

全
体
で
は
、「
黒
字
」の
組
織
の
割
合
が
67
％
、

「
差
し
引
き
ゼ
ロ
」が
18
％
、「
赤
字
」が
11
％
、

「
わ
か
ら
な
い
」
が
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
組
織
形
態
別
の
割
合
で
見
る
と
、

法
人
で
は
黒
字
の
組
織
の
割
合
が
80
％
と
高

く
、
他
方
で
赤
字
の
組
織
の
割
合
も
15
％
と

な
っ
て
い
る
。
特
定
農
業
団
体
お
よ
び
準
ず

る
組
織
で
は
、
法
人
に
比
べ
黒
字
な
ら
び
に

赤
字
の
組
織
の
割
合
が
低
く
、「
差
し
引
き

ゼ
ロ
」
の
割
合
が
そ
れ
ぞ
れ
23
％
、
29
％
と

大
幅
に
増
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
決
算
状
況
を
組
織
設
立
後
の
経
過

年
数
別
に
見
る
と
、「
黒
字
」
で
あ
っ
た
組

織
の
割
合
は
設
立
後
４
年
以
上
経
過
し
た
組

織
の
方
が
３
年
以
下
の
組
織
に
比
べ
高
く

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
非
法
人
組
織
に
お
い

て
、「
差
し
引
き
ゼ
ロ
」
と
回
答
し
た
組
織

の
割
合
は
、
設
立
後
４
年
以
上
経
過
し
た
組

織
に
比
べ
３
年
以
下
の
組
織
で
高
く
な
っ
て

い
る
。
傾
向
と
し
て
は
、
設
立
後
の
経
過
年

数
が
長
い
組
織
ほ
ど
、「
黒
字
」
の
割
合
が

高
く
、
収
支
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
て
い
る
「
差

し
引
き
ゼ
ロ
」
の
組
織
割
合
が
低
く
な
っ
て

い
る
。

  
平
成
20
年
度
の
決
算
状
況
に
つ
い
て
、
平

成
19
年
度
と
の
比
較
を
し
た
と
こ
ろ
、「
改

善
し
た
」
と
す
る
組
織
の
割
合
が
53
％
、「
変

わ
ら
な
い
」
が
26
％
、「
悪
化
し
た
」
が
13
％
、

「
設
立
直
後
で
比
較
不
能
」
が
８
％
と
な
っ

て
お
り
、「
改
善
し
た
」
と
す
る
組
織
が
過

半
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
収
支
が
改

善
し
た
組
織
（
１
２
６
組
織
）、
悪
化
し
た

組
織
（
32
組
織
）
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
を

示
し
た
の
が
第
２
図
で
あ
る
。

　

収
支
が
改
善
し
た
組
織
で
は
、
回
答
数
の

多
い
順
で
見
る
と
、「
作
物
の
作
柄
が
良
か
っ

た
」、「
生
産
コ
ス
ト
が
減
少
し
た
」、「
経
営

面
積
が
増
え
た
」、「
構
成
員
に
対
す
る
労
賃

払
い
を
少
な
く
し
た
」、「
構
成
員
に
対
す
る

地
代
を
少
な
く
し
た
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

他
方
、
収
支
が
悪
化
し
た
組
織
で
は
、「
生

産
コ
ス
ト
が
増
加
し
た
」、「
作
物
の
作
柄
が

集
落
営
農
組
織
へ
の

第
２
回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
平
成
21
年
６
月
実
施
）
の
結
果
に
つ
い
て

経営安定
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第１図　組織形態別に見た決算状況
注 (1) 無回答の 12 件を除く .

第２図　収支が改善／悪化した理由
注 . 無回答の 3 件を除く．
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悪
か
っ
た
」、「
経
営
面
積
が
減
っ
た
」、「
構

成
員
に
対
す
る
労
賃
を
多
く
し
す
ぎ
た
」、

「
構
成
員
に
対
す
る
地
代
を
多
く
し
す
ぎ
た
」

の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
、
収
支
が
改
善
し
た
組
織
が
多

か
っ
た
の
は
、
作
柄
が
良
か
っ
た
組
織
の
割

合
が
高
か
っ
た
こ
と
が
一
番
の
理
由
と
し
て

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
平
成
20
年
度
に
肥
料

価
格
等
の
高
騰
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
収
支
が
改
善
し
た
理
由
と
し
て
「
コ
ス

ト
が
減
少
」
を
挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
も
32
組

織
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
の
組
織
で
は
、

肥
料
価
格
等
の
高
騰
に
よ
る
影
響
が
あ
り
つ

つ
も
、
組
織
的
な
取
組
に
よ
る
コ
ス
ト

縮
減
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
平
成
20
年
度
の
組
織
運
営
の

状
況
に
つ
い
て
示
し
た
の
が
第
３
図
で

あ
る
。「
円
滑
に
運
営
で
き
た
」
組
織

の
割
合
が
41
％
、「
課
題
は
様
々
あ
っ

た
が
、
何
と
か
克
服
で
き
た
」
組
織
の

割
合
が
52
％
と
な
っ
て
お
り
、
他
方
で
、「
解

決
で
き
な
い
課
題
が
あ
り
、
円
滑
に
運
営
で

き
な
か
っ
た
」
組
織
の
割
合
が
７
％
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
「
課
題
は
様
々
あ
っ
た
が
、
何

と
か
克
服
で
き
た
」
と
「
解
決
で
き
な
い
課

題
が
あ
り
、
円
滑
に
運
営
で
き
な
か
っ
た
」

と
回
答
し
た
２
２
１
組
織
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
っ
た
の
か
を
示
し
た
も
の
が

第
４
図
で
あ
る
。

　

肥
料
価
格
等
の
高
騰
を
背
景
に
「
肥
料
代

の
高
騰
な
ど
で
、
思
っ
た
よ
り
支
出
が
多

か
っ
た
」
が
70
％
と
突
出
し
、
さ
ら
に
「
作

柄
が
悪
く
作
物
の
販
売
量
が
十
分
確
保
で
き

な
か
っ
た
」が
31
％
で
続
い
て
い
る
。
ま
た
、

「
機
械
・
施
設
の
導
入
な
ど
で
資
金
繰
り
に

苦
労
し
た
」（
27
％
）
と
の
回
答
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
組
織
と
し
て
機
械
・
施
設
の
導

入
を
進
め
つ
つ
、
そ
の
資
金
繰
り
に
苦
労
し

て
い
る
組
織
も
存
在
す
る
。

　

他
方
、「
収
益
向
上
等
の
た
め
の
新
規
作

物
・
多
角
化
部
門
の
導
入
が
で
き
な
か
っ

た
」（
27
％
）、「
作
付
地
を
団
地
化
し
作
業

を
効
率
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」

（
21
％
）
な
ど
の
よ
う
に
、
組
織
の
生
産
部

門
の
発
展
や
団
地
化
に
よ
る
効
率
的
生
産
の

追
求
を
想
定
し
つ
つ
、
実
現
で
き
な
い
で
い

る
苦
労
が
見
て
取
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い

る
。

　

最
後
に
、
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
組
織
形

態
別
に
示
し
た
の
が
第
５
図
で
あ
る
。法
人
、

特
定
農
業
団
体
、
準
ず
る
組
織
の
順
に
回
答

率
が
高
く
な
っ
て
い
る
取
組
と
、
そ
の
逆
の

傾
向
を
示
す
取
組
が
あ
る
。
前
者
の
取
組
は

「
経
営
面
積
を
拡
大
す
る
」、「
新
規
作
物
・

特
栽
米
に
取
り
組
む
」、「
直
販
・
加
工
に
取

り
組
む
」
と
い
っ
た
新
た
な
経
営
拡
張
や
新

規
の
取
組
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
の

取
組
は
「
機
械
処
分
・
共
同
購
入
で
効
率
化
」

や
「
未
定
（
現
状
維
持
）」
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
法
人
化
さ
れ
た
組
織
で
、
よ
り

積
極
的
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

は
、「
法
人
化
」
が
集
落
営
農
組
織
の
最
終

目
的
で
は
な
く
、
経
営
の
安
定
化
・
発
展
に

向
け
た
契
機
で
あ
っ
た
り
、
通
過
点
で
あ
る

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

今
後
の
取
組
に
関
し
て
「
未
定(

現
状
維

持
）」
以
外
を
回
答
し
た
組
織
に
つ
い
て
、

今
後
の
取
組
に
関
す
る
不
安
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
設
備
投
資
な
ど
多
く
の
資
金
が
必

要
」
と
い
う
回
答
が
最
も
多
く
、
次
い
で
新

規
作
目
の
導
入
や
加
工
の
取
組
等
に
関
わ
る

「
販
路
開
拓
が
難
し
い
」
と
い
う
回
答
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、「
生
産
・
販

売
担
当
な
ど
の
人
材
が
い
な
い
」（
43
％
）、

「
農
産
物
の
生
産
・
加
工
の
技
術
が
乏
し
い
」

（
29
％
）
と
い
っ
た
回
答
が
続
い
て
い
る
。

第 5 図　組織形態別に見た今後の取組
注 (1) 無回答の 36 件を除く .
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団地化による効率化が不十分

構成員の役割分担

機械の効率化が不十分

経営方針が決まらない
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第 4 図　運営上の課題 (n=215)
注 . 無回答の 6 件を除く .
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(2) 図の項目のうち ,「新規作物・特栽米に取り組む」は「新規作物を導入」と「特栽米
等に取り組む」を ,「直販・加工に取り組む」は「直販に取り組む」と「加工に取り
組む」を ,「機械処分・共同購入で効率化」は「機械を処分し効率化」,「資材の共同
購入を進める」というアンケート調査の項目を , それぞれ OR 条件でで統合したもの
である .

第 3 図　運営上の課題の有無 (n=377)
注 . 無回答の 8 件を除く .

円滑に
運営できた
41%課題は

あったが克服
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未解決課題あり
7%


